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1松塚遺跡の調査

浮気町地先で、宅地造成に伴い1月中旬から3月末まで発掘調査を実施しました。そa

結果、上層で中世以降の耕作跡、下層で古墳時代後期の古墳1基と溝が検出されました‘

しゅうごう

古墳の墳丘はかなり削平されていて、周濠が半分程度残存しており、周濠幅は6～§

えんとうはにわあさがおがたはにわ

m，深さは最も深いところで約1mを測ります。周濠からは円筒埴輪や朝顔形埴輪とみら

れる破片が多数出土しているほか､須恵器片が出土しており5世紀末から6世紀初頭の古

墳と推定されます。当初、濠の形状から円墳と想定していましたが、西側に造りだしが確

かわらいしふほたてがいしき

認され、こぶし大の川原石が葺かれており、帆立貝式の古墳であることがわかりました。

弧状に伸びる周濠規模から直径約35mと推定され、市内では最大規模の古墳跡です。

すみよしじんじゃゆいしよりやくき

大正9年（1920）の浮気村絵図には塚が描かれているほか、住吉神社由緒略記には神社

より南約百m離れた場所にあったサンヤレ山という小高い丘が、大正12年の耕地整理で

無くなったと伝えられています。絵図や伝承に残る丘が、今回検出された古墳であると考

えられます。浮気町周辺には、吉身北遺跡や岡遺跡などの古墳時代中期から後期にかけて

の集落遺跡があり、古墳の被葬者はその有力者と推定されます

畑剛

▲大正9年の絵図に描かれた塚▲松塚遺跡遺構平面図（上層：
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▲松塚遺跡遺構平面区
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2 故買・欲賀商遺踏の調査
区画整理事業に先立つ調査も、 3月末で今年度分の調査を終えました。ここでは、今年

の調査成果について簡単に報告します。

欲賀遺跡(欲賀町字里中)

古墳時代後期の古漬跡2基と中世(鎌倉時代~室町時代)の集落跡などを検出しました。
みこがた"にわ

平('15年度にA女形埴輸が出土した古墳lは、その延長部が検出され直径約 20mの円墳

であることがわかりました。その南側からは一辺約 20mの方墳(古墳3)も見つかりま
しゅうごう すえき ゅうがいたかっさ G がいたかっe はじき

した。幅 3~4mの周濠から須恵器の有釜高杯3 点、無筆高杯 1 点、土師器の高杯 3 点

が集中して見つかったほか、須恵器の費や土師器の壷が出土しており、古墳に供えられた
けいしょうは にわ

土器と考えられます。また、円筒埴輪に混じって、鳥や人物と見られる形象埴輪片も出

土しています。今回の調査では3基の古墳が確認され、出土した土器や埴輪から 5世紀末

から6世紀前半に造営されたと推定されます。この地域を治めた豪族の墓域と考えられま

す。

中世の集落跡は、幅約3mの溝で屋敷地を区画する 14世紀頃の集落跡と、これを嬢し

てさらに規模の大きな潜(堀)を巡らせた集落跡が重複して発見されました。治(堀)の

内仮1Iからは建物跡や井戸などが見つかっており、屋敷地と考えられます。建物の柱穴には
さかいがわ

礎石を据えたものも見られました。欲賀遺跡の中世集落は、野洲郡と栗太郡を分けた境川

と、主品器量沿いの交通の要所に立地しており、中世に大いに栄えたことがわかります。

欲賀南遺跡

欲賀神社の東側の水団地と竹やぶの下で、室町時代から江戸時代の建物跡や井戸、溝、

土坑(大きな穴)などを検出しました。これらの遺構から信楽焼の褒や語審、両id語、瓦、
どうぞうじゅういちめん

銅銭などが出土したほか、平安時代後期から鎌倉時代初期の作と見られる銅造十一菌
かんのんりゅ うぞう

観音立像が発見されました。
けぷつ

銅造十一面観音立像は総高(台座から化仏までの高さ)9.6cm、
りょ〈しよう

重量約 127gで、緑錆が表面に観察され、銅製と推定されます。

出土状況から伝世されたものが、室町時代以降に穴に埋まったと

考えられますが、埋まった理由や穴の性格については不明です。

ただ、周辺からは岩層の詰輔の一部が出土しているほか、この地

域が有力者の屋敷跡という伝承もあり、十一面観音は寺院との関
ねんじぷつ

係や、あるいは有力者の念持仏であった可能性が考えられます。

県内では、栗東市辻遺跡で平安時代後期の作とみられる損室長様
。，うぞう

立像(高さ 4.5cm)が出土しているだけで大変珍しく、人々の信

仰を考える上で貴重な資料です。 3月18日(土)に実施した現

地説明会には、地元欲賀町の方々をはじめ約 150名の参加があり

ました。平成18年度も継続して調査を行いますが、調査成果に

ーぞ企

ついては次号以降の乙貞で報告したいと思います。 A 銅造十一面観音立像



｜－
－－

蕊蕊議
010釦

釦、

ｼご鐸塞挙塞亭…挙畢拳雲貴凸=＝
古墳の嚢から出土した土濁（古唱時代役閑）遼買南阻聾 一一＝

農書めぐらし桂届電醇【室田函代）霞賓浪睦

▲欲賀遺跡S区遺構全体図▲欲賀遺跡S区遺構全･体図（中世）
3下之郷遺跡の調査

昨年12月から実施していた下之郷遺跡の確認調査も、3月中旬をもって終了しました。

今回の調査地点は集落中央のやや西側にあたり、6棟以上（建物A～F)と井戸跡などが

検出されました。建物の切り合い関係から、第1期は建物AoB、第Ⅱ期は建物C-D、

第Ⅲ期は建物E-Fと3回にわたって建て替えられたと見られます。第Ⅱ期の建物は、A

軸に､第Ⅲ期の建物はB軸に沿って建てられており、時期によって建物の方位が変化して

いく様子がうかがわれます。このように、弥生時代の集落内部の建物や溝が方位を意識し
て計画的に配置されていることは特筆されます。

下之郷遺跡では場所によっては8重、9重の環濠が掘られ、厳重に守りを固めているこ

とから、内部に特に重要なものがあったからではないかという意見があります。今回の調

査では、集落中心部で計画'性をもった建物が見つかり、集落の変遷がわかるようになりま
やかた

した。この場所については「政治や祭りを行う場」「集落全体の倉庫群」「首長の館」な
かんじょちりし

どの意見があり、特に重要な場所であったと考えられます。『漢書地理誌』には紀元前1

世紀の日本は百余りの国に分かれていたと記されています。下之郷遺跡や周辺の遺跡群を

丹念に調べていくことによって、中国史書に記された倭国の実態が明らかになるものと考
えています。（川畑）
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平成17年度発掘調査一覧表
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上記調査の他､試掘調査74件､立会調査40件を実施しています。

遺跡名

伊勢遺跡97次

伊勢遺跡98次

伊勢遺跡99次

下之判

下之郷遺跡sit

下之郷遺跡58次

欲賀･欲賀南遺跡

金森東遺跡3（

金森東遺跡37次

小御門遺跡2次

浮気南遺聞

経田遺跡103

ニノ畦･横枕遁跡41

ニノ畦･横枕遺跡5｛

四反田遺跡
一

吉身西遺跡982

吉身西遺跡97沙

古寓城遺副

焔鹿堂遺跡6沙

焔鹿堂遺跡7次

二日

二日

金森西遺’
一

松塚遺跡
一

古寓遺周

古高遺圃

古高通跡

古富遺跡

吉身北遺跡23次
一

中島遺劃

勝部西浦遺跡

1&5M

調査地

伊勢町宗伊勢里56

阿村町字下大洲168-2

伊勢町字二町田327-1陰327-4

下之郷町字金影610-4,610-5

下之郷町字見田208-

下之郷町字井上“

欲賀町字大I

金森町宇木ﾉ町'599!̂

守山三丁目字下荒木5街区3

浮気町字五反長226他

今官町405

守山六丁目宇下横枕555

守山六丁目字下横枕556-8

小島町字四反田710-.

下之郷町字上鐙田858-

守山5丁目328-

古寓町字友19-I

今宿町字西辻戸230-

焔魔堂町字角ヤ245-

二町町字里の浦21：

二町町里ﾉ浦199.2”一

三宅町字上留662-3,662-‘

浮気町字松塚21-1,23-1他

今冨･古潅区画整理内14-2街区‘

今商･古高区画整理内14-2街区3

今宿･古高区画整理内12街区2－1

今肩･古高区画整理内保留地211
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5”/628.01
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3“/344
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